
中

わたしから
人1窪尊妻のきちづくり

徳島県敦脅重員会は 同 和問題を人福問題の重要な構としてとらえ す へての

人の墓本的人権わ尊重される社会をめさした人権教育の推進に努めております。

この資科力,PTAc研 修会をはじめ 多 くの場で活用され 人 権壱調を高めるた

めの一助になればと考えております。

徳島県教育委員会



子どもたちが木来にはばたくために

子どもの目を見て にっこり笑う

そして 頭をなてて「た一しい子きJ

とだきしめて一

「くつとそろえてえらいね|
|おもちゃを片づけてかしこかったねJ
「おはしをならべてくれてありすとうJ
とんなにJ さヽなことでも い っまい

ほめましょう

I ⅢⅢ          Ⅲ

「あなたが ここにいる それ
たけて 私は幸せなのJあな
たを大切に思っている大人

がいるということを伝えて

くたさしヽ

しかつたあとはだきしめて' ど

しつと目を見てこ3しましょう

「あrJたのしたことはい1)ない

ことなの でもあなたのことは

大妬きなのよJ       ●

サ                      十
Ⅲ                   II

破歩 サ リカー キ ヤツチボール

サイクリンタ ー/Jんでもいいんです

子ともといつしょに道んてみましよう

気持ちをゆつたりをちつかせ ゆコ

くり本を読んてあ十すましょう 子と

もにとってこんな系rJな時間はな

いてしよう

☆ trどもたちは 大人の表情やしくさ 言実かけに敏感です 子どもを人倍のある一人の

人間として認めることが 人権尊重の精神の芳生えをはくくむことにつながりまL/tか



ほんとうにそうなの?

日常生活の中て |みんなが言うからJ「みんながしているからJと何の

薙間ももたずに生活していることはありませんか

このような生活を見直してみることが 自分を大切にすることとみん

なの人種を守ることにつながっていきます

敷にまつわるいろいろなこたわ

りもあると間くtすと?

血液型でわたしの性格が決まっ

てしまうの?

橋増式は なせ大安にこr_わるの ?

☆ 私 たちは 「みんながするからJとか 「世間がそう言うからJと 安易に決めつけたり
のけものにしたりすることはありませんか

「みんながする」「世間が言うJとは 自分自身がしたり 言 ったりt/ているのかもしれ

ません
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うわさた1すを信して決めつ1すた

りすることってあるよね?



仙の問題です

「う日 学校て人権のFtl強をしたよ い じめや

差居JをすることはいけrJいんだよねJ

「みんなが幸せになるために 勉璽する

んだよねJ

「子どもだけてはないんだよ 大人も

いろいろなところで人権に関しての

勉車してしヽるよJ

「ても 先生が「PTA人権問題研1う会の時は
いつも参,D吾が/1Aないなあ」と言ってい
たよJ

☆なぜ健〕が卜J砲。したのでしよう
す 女 性 子ども 高爺言 障害吾 同利問題 外□人 HV感 染書 ハンセン病憲言害 犯

罪被言香 刑を終えて出所した人 アイヌの人  々さ まざまな人権問題などの重要課題に

対して 他人事だと思つたり 無 関心ていたりする自分はいないてしようか

健〕 「
そうF‐よ とても大的な学醤なんだよ]
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●人権教育及び大穫啓発の推進に関する法律【平成12年 12月】

o人 権教育 啓発に関する基本計画【平成14年 3目】

●「人権教育のための国連10年J価島県行動計画【平成11年3月】

・徳島県致高振興昌本格想【平成12年3月】

・同和問題の解決に向けて(基本方針)【平成14年 3月】

徳島県教育委員会人権教育課
電   話  086-621-3156
フアクツミリ 038-621-2885
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